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決算サマリー（IFRS）

2Q連結業績は増収減益（過去最高の売上収益）
日医工グループ増収増益（エルメッド業績の寄与等）
Sagentグループ減収減益（インド供給元の影響）

（前年同期823億円）

915億円

（前年同期49億円）

39億円

（前年同期46億円）

30億円

　親会社の所有者に帰属
　する四半期利益

（＋）Aprogen株式売却益
（－）為替差損（ドル／円）
（－）持分法による投資損益

　コア営業利益
（＋）国内市場増収に伴う増益
（－）薬価改定前一時費用
（－）米国での供給問題、内製化への投資

　売上収益 （＋）国内GE売上対前年 122.1%
（－）米国GE売上対前年   79.3%

期末レート（BS） 円／ドル
2018月3月 106.24 2019月3月 110.99
2018月9月 113.57 2019月9月 107.92

期中レート（PL） 円／ドル
2019月3月期1Q 109.07 2020月3月期1Q 109.90
2019月3月期2Q 111.46 2020月3月期2Q 107.35

今期予算レート 108.00



前同比

　

前期 当期 伸長率 前期 当期 伸長率 前期 当期 伸長率

　売上収益 63,853 76,851 120.4% 18,493 14,668 79.3% 82,346 91,519 111.1%

　　売上原価 50,009 61,170 122.3% 14,157 11,339 80.1% 64,166 72,509 113.0%

　売上総利益 13,843 15,680 113.3% 4,335 3,329 76.8% 18,179 19,009 104.6%

　　販管費 8,474 9,858 116.3% 3,140 3,121 99.4% 11,615 12,980 111.8%

　　研究開発費 1,203 1,149 95.5% 711 951 133.8% 1,915 2,100 109.7%

　　その他の営業利益 273 170 62.3% 0 -2 - 273 168 61.5%

　　その他の営業費用 90 318 353.3% 111 0 - 202 318 -

　コア営業利益 4,455 4,664 104.7% 483 -747 - 4,939 3,917 79.3%

　営業利益 4,348 4,524 104.0% 372 -747 - 4,720 3,777 80.0%

（百万円）
日医工グループ Sagentグループ 連結
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2020年3月期セグメント別業績（決算ベース＿前同比）



計画比

　

計画 実績 進捗率 計画 実績 進捗率 計画 実績 進捗率

　売上収益 81,000 76,851 94.9% 17,000 14,668 86.3% 98,000 91,519 93.4%

　　売上原価 65,400 61,170 94% 13,000 11,339 87.2% 78,400 72,509 92.5%

　売上総利益 15,600 15,680 101% 4,000 3,329 83.2% 19,600 19,009 97.0%

　　利益率 19.3% 20.4% 23.5% 22.7% 20.0% 20.8%

　コア営業利益 3,000 4,664 155% 100 -747 - 3,100 3,917 126.4%

　　利益率 3.7% 6.1% 0.6% -5.1% 3.2% 4.3%

　営業利益 3,000 4,524 151% 100 -747 - 3,100 3,777 121.8%

　　利益率 3.7% 5.9% 0.6% -5.1% 3.2% 4.1%

（百万円）
日医工グループ Sagentグループ 連結
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2020年3月期セグメント別業績（決算ベース＿計画比）

中間配当（予定） 設備投資額 R&D投資 減価償却費

15.0円 45億円 73億円 54億円
（前年同期22億円） （前年同期51億円） （前年同期46億円）
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売上増減項目と要因分析（IFRS）



P,5 Copyright 2019 Nichi-Iko Pharmaceutical Co., Ltd.

営業利益増減項目と要因分析（IFRS）
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Sagentの製造委託先の供給停止及びその対策

2019年5月
インド・パートナーＡがFDA
よりForm483※を受け取る

2019年10月
インド・パートナーＢがFDA
よりForm483※を受け取る

2社に委託していたSagent
既存品、新規上市品が
供給停止となる＜13品目＞

FDA認定自社工場への
内製化を加速＜10品目＞

＜3品目＞委託先変更対応

安定供給

米国市場への
対応能力の向上

内製化に伴い
粗利改善

Sagent ローリー工場

Omega モントリオール工場

問題 解決策 効果1 2 3

※Form483
FDAの査察時に指摘事項が
認められた際に発行される書類
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米国市場の低分子GEパイプラインの状況

年代別上市品目数

Sagent
SterRx
計画

Sagentはフルベストラントの市場形成に成功
上期３品目上市、下期３～５品目上市予定

SterRxはコンスタントに製品ラインナップ拡大
上期３品目上市、下期３～５品目上市予定

5

12

FY2019.3FY2018.3FY2017.3 FY2020.3

13

2019年9月末時点

3
3

フルベストラント
パロノセトロン
ロピバカイン

計画数

12+



市場 市場 前臨床 フェーズⅠ フェーズⅢ 申請・承認

エタネルセプト 日本

インフリキシマブ 米国

トラスツズマブ 日米欧
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バイオシミラーのパイプラインと開発状況

■アップデート
エタネルセプトBS「日医工」を2019年11月より発売予定

フェーズⅢ終了、データ解析中

フェーズⅠ

2019年11月発売予定



日医工
グループ

Sagent
グループ 連結 日医工

グループ
Sagent
グループ 連結

　売上収益 76,851 14,668 91,519 160,000 34,000 194,000

　売上総利益 15,680 3,329 19,009 30,800 8,200 39,000

　　利益率 20.4% 22.7% 20.8% 19.3% 24.1% 20.1%

　コア営業利益 4,664 -747 3,917 8,500 0 8,500

　　利益率 6.1% -5.1% 4.3% 5.3% 0.0% 4.4%

　親会社の所有者に帰属
　する四半期利益 3,006 6,000

　　利益率 3.3% 3.1%

（百万円）
上期実績 今回予想
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2020年3月期 通期業績予想

年間配当（予定） 設備投資額 R&D投資 減価償却費

30.0円 90億円 105億円 109億円
（2019.3実績50億円） （2019.3実績108億円） （2019.3実績94億円）
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セファゾリンナトリウム注射用「日医工」
供給再開と今後の課題解決について
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セファゾリン供給再開と今後の課題解決について

2019年11月25日 供給再開（2020年1月～通常出荷）

安定供給体制確立のために

原薬
（異物）

出発物質
（モノソース）

製造所
（1製造所、モノソース）

採算性

１イタリアA社（異物問題改善中）
２イタリアB社
３ 3rdソース追加検討

１中国TAAメーカー1社のみ
２もう1社追加検討中

１海外委託先製造
２静岡工場への設備投資
（製造所・原薬複数化対応）
新規設備2020年10月稼働予定

複数化

４つの課題 現状と課題解決

不採算品再算定要望中
2020年4月薬価改定時

1

2

3

4
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ラニチジン錠「日医工」の自主回収
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ラニチジン錠「日医工」の自主回収

原薬複数化対応
☑ ラニチジンは、『中国、インド』ダブルソース体制（HP開示）
☑ インド原薬は、海外報告と同メーカーのため使用していない。

自主回収
当社が使用していた中国原薬において、NDMA（N-ニトロソジ
メチルアミン）の混入の可能性を否定できない
→予防的措置としての回収

『超品質』に基づいた品質に対する考え方

1

2

3
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第8次中期経営計画の進捗報告

・「ＰＭＰ８」と さらなるオペレーション最適化
・エルメッド統合によるコストシナジー

・中国ジェネリック医薬品市場への進出

・LNGの活用
・地域医療への貢献

・メドピアとの業務提携
・エーザイとのコ・プロ進捗状況



GE開発
スキーム
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メドピアとの業務提携の目的について

新しいGEビジネスモデルの創造

ヘルステックジェネリック

GEデジタル
マーケティング

 GEビジネスは変革が求められており、事業領域のさらなる深化/進化を目的に両社で提携

 患者様やそのご家族と繋がり、行動変容に対応した新しいGEビジネスモデルを創造

 共同事業展開に向けた共同出資会社設立の検討 ＜日医工メジャー＞

かかりつけ
薬局支援

『kakari活用による共同事業展開』 『コミュニティサイト連携によるマーケティング』 『Dr.と共に創るジェネリック』

JV

メドピア株式会社の概要
代 表 者 :代表取締役社長CEO 石見陽【医師】
設 立:2004年12月
事業内容:医師専用コミュニティサイト「MedPeer」

の運営、その他関連事業
上場市場:東証マザース
資 本 金 ：1,065百万円
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メドピアとの業務提携の内容について

 「kakari」は調剤薬局の対人業務を支援
 お薬相談・服薬フォロー・お知らせ送信・
処方箋送信等の機能により薬局と患者の
かかりつけ化を推進

かかりつけ薬局 患者

「kakari」拡販

手数料

取次ぎ

契約締結
サービス提供

利用料加盟店
基盤構築

 かかりつけ薬局化支援サービス「kakari」の共同拡販を推進（フェーズⅠ）
 「kakari」加盟店の基盤を構築して共同事業を展開（フェーズⅡ）

支援

 薬剤師による継続的な服薬管理・指導
 残薬・ポリファーマシーの一元的管理
 入退院時連携、介護相談
 オンライン服薬指導への対応

かかりつけ薬局に求められる機能
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メドピアとの業務提携の内容について

 医師・薬剤師のコミュニティサイト【MedPeer・ヤクメド】と連携した新しいGE
デジタルマーケティングを展開

 マルチチャネルによるMR活動の効率化、新しい医師・薬剤師へのアプローチ確立

日医工オウンドサイト メドピアプラットフォーム

Stu-GE
【医療行政全般】

湿製錠
【摂食嚥下障害】

MedPeer
【医師専用サイト】

ヤクメド
【薬剤師専用サイト】

コミュニティ

ファン創出
【医師・薬剤師】

会員数 11,000人 会員数 120,000人 2019年4月運営2019年10月開始

コミュニティサイトによるリサーチ

 コミュニティサイトを活用した患者様やそのご家族の真のニーズを発掘して製剤
開発する新しい開発スキームを構築

GE開発

ニーズ発掘
【患者様・ご家族】
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エーザイとのコ・プロ進捗状況

2019年4月1日 エーザイとのコ・プロ（共同販促）を開始

薬効分類名 製品名

抗悪性腫瘍剤 カペシタビン錠

抗悪性腫瘍剤 ゲフィチニブ錠

抗悪性腫瘍剤 ドセタキセル点滴静注

抗ウイルス化学療法剤 エンテカビル錠

病院採用活動に共闘し注力両社MRが継続してコール

エーザイとのコ・プロで新領域へのさらなる深化を図る

がん専門薬剤師にアプローチ エーザイのバックアップエーザイの信頼感
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オペレーション最適化

１ 製造収率

２ 中間品廃棄

３ 製品廃棄

４ 原薬調達コスト

５ 委託製造コスト

６ 仕入商品コスト

７ PMI（製造所・原薬統合効果）

８ PMI（開発品統合効果）

2022年3月期までの3年間で累計150億円以上コスト削減を見込む
現時点で順調に推移している

150億円

28億円
（2019年9月末時点）

（3年間累計）

オペレーション
最適化

☑ 重複品目の原薬・
製造所の統一

（フェーズⅠ）
☑ 重複品目の統一
（フェーズⅡ）

☑ 物流コスト削減
☑ 不採算品目見直し

PMP8
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中国ジェネリック医薬品市場への進出

医薬品市場規模
米国に次ぐ世界 2 位の市場規模
金額ベースで7 割以上がジェネリック医薬品

中国市場におけるジェネリック医薬品の課題
ジェネリック医薬品の品質向上を目指し、先発品に対する品質と治療効果の一致性評価制度を
導入評価試験を通過した後発品について政府の集中購入に対する優先的な取り扱いを行うなど、
先発医薬品と同等の高品質なジェネリック医薬品の安定供給体制の構築を強力に進めている

市場環境
急激な高齢化と政府による後発医薬品推進施策等により、
ジェネリック医薬品市場の継続的な成長が予測されている

今後のスケジュール
2020年3月期 今期は2品目の選定、今後も毎年1～2品目上市準備
2024年3月期以降、継続的な上市を目指す

中国におけるエーザイの事業基盤を十分に活用し、
相互連携体制の下で上市準備を進める
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ＬＮＧ（液化天然ガス）の活用

2019年3月期 2020年3月期 2021年3月期 2022年3月期

30%削減
富山第一工場 2019年3月期比

CO₂排出量



ジェネリック啓発活動
手指消毒講座

各自治体のニーズに合った活動を展開
＜滑川市＞ 包括連携

Step 感染防止セミナー 正しい手洗い方法
＜松戸市＞ 医療費適正化に関する包括的連携

Step 特設ブースでのジェネリック啓発活動
＜富山市＞ 医療費適正化に関する包括的連携

Step 感染症予防手指消毒剤を寄付

感染症予防を目的に当社グループが製造販
売するピュア ハンドジェル（手指消毒剤）
2,000 本を寄付
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地域医療への貢献

日医工グループは、医薬品企業だからできる社会・地域の課題解決
に取り組んでまいります。

感謝状贈呈式の様子

トリプルネガティブ乳がん患者会
「ふくろうの会」への薬剤無償提供

「術前化学療法で病理学的完全奏効とならなかったトリ
プルネガティブ乳癌に対する術後カルボプラチン単独治療
の第３相ランダム化比較試験」（神戸大学医学部附属病
院 乳腺内分泌外科）の趣旨に賛同し、2019 年 8 月にカ
ルボプラチン注射液 450mg「日医工」を無償提供

感謝状贈呈式の様子



我々は、我々のジェネリック医薬品が
世界の患者様とそのご家族・薬剤師様・お医者様・
卸売業者の方々・製薬企業の方々に必要とされ、
提供し続けるために自ら存続する努力を行い、
ジェネリックメーカーとして世界で卓越する。

ミッションステートメント

Copyright 2019 Nichi-Iko Pharmaceutical Co., Ltd.P,23
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本資料のいかなる情報も、弊社株式購入や売却などを勧誘するものではありません。

本資料に記載されている業績予想及び将来の予測等に関する記述は、資料作成時点での入手
された情報に基づき弊社で判断した予想であり 潜在的なリスクや不確実性が含まれております。

従いまして、実際の業績は様々な要因により、これらの業績予想とは異なることがあります

ことをご承知おき下さい。

万が一この情報に基づいて被ったいかなる損害についても、弊社および情報提供者は一切
責任を負いませんのでご承知おき下さい。

注意事項
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